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日本語 におけるア クセ ン トの在 りかについて

尾　 形　 佳　 助

1.ア ク セ ン トと は何 か

　 た とえ ば英 語 の`desert'(砂 漠)と`dessert'(デ ザ ー ト)で は、 ど こ を

強 く発 音 す るか と い うその位 置が ちが う。前者 は語頭 を強 く発音 す るのに

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しるし

対 して、後者 は語末 に強めが来 る。 こうい う、単 語 の どこかに この種 の 印

を付 けた くな るよ うな状況 が あ るときに、 その印の ことを筆者 は もっとも

抽象 的な意味 での 「アクセ ン ト」 と称 して い る(ア クセ ン トの定 義 にっ い

て は例 え ば早 田1991な ど参 照)。 印 の 在 りか を 云 々 す る際 に必 要 とな る言

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 シラブル

葉の単位 は、英語の場合 はもちろん音節がそれとなる。

2.日 本 語 に も ア クセ ン トはあ るか

　 翻 って 日本語 の場合 はど うか。 日本語 に もア クセ ン トがあ る。 そ うい う

表現 が定義上妥 当か ど うか は、 ひ とえ に 日本語 に も単語 の どこか に印を付

けた くな る状況 があ るか ど うか にかか って い る。 はた して事実 はど うか と

い うと、 そ うい う事情 が 日本語 に もた しか にあ る。標準 日本語 の ケースか

ら一例 をあげれば、 同 じ 「ハ シ」 で も 「箸」 と 「橋」 と 「端」 で はアクセ

ン トの在 りか が ちが う。 「箸」 は 「ハ シ」 で あ る。 「橋」 と 「端 」 は、単

独だ とどち らも同 じ 「ハ シ」 で区別 がっか ないが、助詞 が付 くと、前者 は

「ハ シガ」 とな り、後者 は 「ハ シガ」 とな る。三 者 のちが いは、 とりあえ

ず は音調 の型 のちがいだが、 よ り本質 的 には印の位置 のちが いであ る。最
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　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピ ッ　チ

初 の 「ハ シ」 は、 「ハ」 か ら 「シ」 にか けて音程 が下 降す る型 だか ら/ハ'

シ/と 解 釈 され る。 二 っ 目の 「ハ シガ」 は 「シ」 か ら助詞 にか けて ピッチ

が下降す る型 とい うことで/ハ シ'/と な る。 ピ ッチ の下 降 の起 こ らな い 「ハ

シガ」 は従 って ア クセ ン トのない型、 す なわ ち無印 の/ハ シ/と 考 え る ほか

は な い。 「橋 」 や 「端 」 で語 頭が低 くな るの は文節 の始 ま りの合 図 の よ う

な もの と考 え られ る。

　 この よ うに、 日本語 に も単語 の ど こか に印 を付 けた くな る状況 が た しか

にあ る。英 語 にはない 「アクセ ン トのな い単 語」が あ るところがお もしろ

いが、 それ を除 けば、 ア クセ ン トに関す る 日英語 のちが いは単純 明快 であ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 へ

る。 すなわ ち、 アクセ ン トが、英語 の場合 は音 節 の上 に置 かれ るの に対 し

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヘ　　　ヘ　　　へ

て、 日本語 で は音節 の繋 ぎ目に置かれ る。 それだ けの ことである。 それが、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ストレス

片 や音 節 の上 に置か れ る英語 タイプの アクセ ン トだ と強 め とい う形 で実現

し、片 や音 節 の繋 ぎ目を利用 す る日本語 タイプのア クセ ン トだ と、 ピッチ

の下 降 とい う形で実現す る。 アクセ ン トの位 置 とアクセ ン トの発現形態 と

の間 にはそん な相関関係が あ るので はな いか。 そ う筆者 は疑 ってい る。

　 ちなみ に、音節数が た とえば一 っ増 えて3音 節 の単語 に な る と、 位 置 の

選 択 肢 が一 っ増 え る分 、型 の数 も一 っ増 え る ことにな る。 「蛙」 の類 の3

音 節 語 か ら 「カ ラ ス」 「タマ ゴ」 「コ トバ(ガ)」 「カ エル(が)」 に代 表 され

る四 つ の型 が 出 て くるの はそ うい うことだ。 アクセ ン トのあ りよ うはそれ

ぞれ/カ'ラ ス/、/タ マ'ゴ/、/コ トバ'/、/カ エ ル/の よ うに な る。逆 に音 節 数

が一 つ 減 って1音 節 語 に な る と、 出 て くる型 は 「木 ガ」 の型 と 「毛 ガ」 の

型 の2種 とな る。 位 置 の選 択 肢 の うち語 中 の可 能性が ないわ けだか ら、 な

るほ どそれ も当然 の結 果 であ る。それぞれ/木'/、/毛/と 表 示 され る こ と に

な る。
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(1)a.実 際の音調

　　　　 毛ガ　ハ シガ(端)

　　　　 木が　ハ シガ(橋)

　　　　　　　 ハ シガ(箸)

日本語 にお ける ア クセ ン トの在 りか にっ いて

　　　　　 b

カ エ ル ガ

コ トバ ガ

タマ ゴガ

カ ラスが

.ア ク セ ン トの あ り よ う

　 毛 ハ シ カ エ ル

　 木'ハ シ'コ トバ'

　 　 　 ハ'シ 　 タ マ'ゴ

　 　 　 　 　 　 　カ'ラ ス

3.ア ク セ ン トの在 りか

　 ア クセ ン トの単位 は音節 で あ る。英語 はそれで いいか もしれ ないが、 日

本語 の場合 はど うか。 とい うの も、 日本語 には音節 とい う単 位 のほかに も

モ 　 ラ

拍 とい うのがあ る。 た とえば/ハ'シ/(箸)は2音 節 語 で あ る と同 時 に2

モ ー ラ語 で もあ る。 な らば、 この単語 の 「ハ」 と 「シ」 の間 にあ るとい う

その アクセ ン トは、 も しか した ら音節 と音節 の繋 ぎ目にある とい うよ り、

モー ラとモ ー ラの繋 ぎ目にあ ると言 うべ きか もしれな いで はないか。 もっ

と もな心配 だが、結論 か ら言 えば、事実 は前者 の見方 が それ とな る。 なん

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヘ　　ヘ　　へ

となれば、 か りにアクセ ン トの単位 がモー ラで あ り、2モ ー ラ語 か らは三

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヘ　　ヘ　　へ

っの型 が出て くる とい うのが事実 な ら、 た とえば 「棒 」 の類 の2モ ー ラ語

か ら も三 っ の型 が 出て くるはず であ ろ う。事実 は しか し、 そ うはな ってい

な い。 この種 の2モ ー ラ語 か ら出 て くるの は 「ボ ー(ガ)」(棒)の 型 と 「ノ

ー(ガ)」(脳)の 型 の2型 の み で あ る。 な ぜ 「2」 な の か は、 「モ ー ラ」

を 「音 節 」 に置 き換 えて考 えればわか る。 す なわ ち 「ボー」や 「ノー」 は

1音 節 で あ る。1音 節 語 な ら、 た とえ モ ー ラ数 が2で あ って も、 そ こか ら

は1音 節 語並 み の2型 しか 出 て こな い とい う、 そ うい うことで あろ う。

　 1音 節2モ ー ラ語 ば か りで はな い。 た とえば 「道 具」 の類 の2音 節3モ

ー ラ語 も、 「弁 当 」 の 類 の2音 節4モ ー ラ語 も話 は原 則 同様 で あ る。 す な
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わち、 モ ーラ数 だ と数 が合 わず とも音節数 で考 え る と期待 どお りの数 とな

る。 それが素朴 な現実で あ る。

　 (2)a.1音 節2モ ー ラ語

　 　　 　 　 　 棒 ボ ー(ガ)

　 　　 　 　 　 脳 ノー(ガ)

　 　　 　 b.2音 節3モ ー ラ語 　 　 　 2音 節4モ ー ラ語

　 　　 　 　 　　 氷 コー リ(ガ)　 　 　 健 康 ケ ン コー(ガ)

　 　　 　 　 　 道 具 ドー グ(ガ)　 　 　 弁 当 ベ ン トー(ガ)

　 　　 　 　 　 工 具 コー グ(ガ)　 　 　 剣 道 ケ ン ドー(ガ)

　 以 上 要 す るに、 日本 語 に もア クセ ン トはあ り、 その単位 は少 な くとも標

準 日本語 の場合 は音節で ある。 その点、英語 となん ら変わ りはない。 ただ、

ア クセ ン トが、音節 の上 で はな く、音節 の繋 ぎ目にあ るのが 日本語 の 日本

語 らしい ところであ る。音節 の繋 ぎ目な ら、位置 の選択肢 は、例え ば 「工

具」 な ら 「コー」 と 「グ」 の間や 「グ」 のあ とな どがそれ とな る。 「ドー

グ(ガ)」 が/ド ー グ'/と しか 考 え られ な い以 上 、「コー グ」 は/コ ー'グ/で あ

ろ う。/コ ー'グ/が な ぜ 「コ ー'グ 」 と は な らず 「コ ー'グ 」 とな る か は論

点 だ が、 ア クセ ン トの前 に長 い音 節が控 えていれば、下 降が ワンテ ンポ早

ま る とい った ことが起 こるの で あ ろ う。 「ノー'」 「ベ ン トー'」 「ケ ン'ド

ー」 につ い て も当面 同様 に理 解 して お こう。 そのへんの事情 、上記(2)

に対 応 す る次 の一 覧 表 で確 認 され たい。

　 (3)a.1音 節 語 　 　 　 b.2音 節 語

　 　　 　 　 　 ボー 　 　 　 　 　 　　 コー リ　　 ケ ンコー

　　　　　　 ノー'　 　 　 　 　 　 ドー グ'　 ベ ン トー'

　 　　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 コー'グ 　 　ケ ン'ド ー
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4.東 京 ア ク セ ン トと関西 ア クセ ン トの ちが い

　 ス トレス

　 強めという形で実現するか、それとも下降、あるいは高か ら低への変動

という形で実現す るかのちがいはある。 しか し、 それ は、アクセ ントが音

節の上 に置かれ るか、音節の繋 ぎ目に置かれるか というちがいの結果であ

る。単語のどこかにアクセ ントをふる言語であるという点では、英語 も日

本語 も本質的な差異はない。そう筆者 は考える。

　英語 という異言語 と比較 してさえそうであるのなら、同 じ日本語の方言

どうしな ら、 なおさらそうなのか。 もちろん、大筋 と してはそうだと筆者

は考える。 この点、 日本語のもう一っの代表格である関西方言の例で考え

てみよう。その音相 を思い浮かべ ると、比較的保守的な関西弁 の一例であ

る神戸の例でいえば、「油」 は 「アブラ」で あり、「薬」 は 「クス リ」で

あ り、「言葉」 は 「コ トバ」であ る。単語 の音相 に下降調 というパ ターン

が通底 していることは明 らかだ。下降調が現れているとい うことは、アク

セ ントが音節の繋 ぎ目にふ られているということにほかな らない。すなわ

ち、アクセ ントを使 うという点はもとより、アクセ ントが音節の繋 ぎ目に

あるらしいとい う点で も、関西弁 と東京弁 に本質的な差異 はないものと察

せ られる。

　 もちろんすべてが同 じとい うわけではない。両者には思いのほか大 きな

ちがいもある。 どうちがうかはすでに尾形(2005)な どで論 じたので、詳

しくはそちらを参照 されたいが、結論だけ言えば、両者のちがいは概略以

下のようにまとあ られる。

　一っには、 アクセン トをふ る位置の使い方 とアクセ ントの発現形態であ

　 　 　し

る下 降音調 が ど こに現 れ るか とい う点 で、両方言 には大 きな差異 が あ る ら

しい。 東京方 言 だ と、 位 置 の使 い方 は/カ'ラ ス、 タ マ'ゴ 、 コ トバ'/の よ
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 け　　　し

うな ものであ った。 これが、高 と低が ア クセ ン トの左右両 隣 に発現 して、

　 　 　 　 　 　　　し　　　　　　　 ヨ　　し　　　　　　　 ヨ　　　し

そ れ ぞ れ 「カ'ラ ス 、 タ マ'ゴ 、 コ トバ'(ガ)」 の よ う に な る と い う の が 東

京 方 言 の パ タ ー ンで あ る。

　 (4)ア ク セ ン トの 位 置 　 力'ラ ス　 　 タ マ'ゴ 　 　 コ トバ'

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 け　　し　　　　　　　　　 　　　し　　　　　　　　　　　　　し

　　 　　 アクセ ン トの発現　 力'ラ ス　 　 タ マ'ゴ 　 　 コ トバ'(ガ)

　 これ に対 して 関 西方 言 で は、 ア クセ ン トをふ る位 置 と して、 い きな り文

字 どお りの語頭 位か ら使 い始 め る もの らしい。具体的 に は、関西 の 「アブ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　し

ラ」 は/'ア ブ ラ/と い うア ク セ ン ト形 か ら 「'アブ ラ」 とい う ピ ッチ のふ ら

れ方 を して出て きてい るもの らしい。 アクセ ン トが こうい う位置 にあ ると、

下 降音 調が ア クセ ン トの右 隣 に現 れ るの はいわば必然 だ。連動 して、 アク

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　し

セ ン トが次頭位 にあれ ば/ク'ス リ/の よ うに な り、 そ の次 で あ れ ば、 助詞

　 　 　 　 　 　 　 　 ぴし

な しだと/オ ショ'ユ/(お 醤油)の よ うに語末 にやや窮屈 な下降調が現れ

ることになる。関西弁では 「毛」の類の1音 節語が 「ケー」の ごとく長 く

なるのが通例だが、 この現象 も、元 をたどれば1音 節上 に高 と低が窮屈 に

被 さることに起因するもの と考え られる。 すなわち、/'毛/の 類 の語頭 に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　し

ア クセ ン トの あ る1音 節 語 が 「'毛」 の よ うに な る とい う こ とが 引 き金 と

な って、 それにっ られ るよ うに他 の1音 節 語 も一 律 に長 くな る とい うわ け

だ。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヨ　し　　　　　　　　　　　　　し

　 なお、 ア クセ ン トの前 に 「ク'ス リ」 や 「オ サ'ユ 」 の ご と き音 調 の 空 白

状 態 が 発 生 した とき、 それ を解消すべ く義務 的 にあてがわれ る低音調 、 そ

れが一般 の関西音調論 で言 うところのいわゆ る 「低起 式」 なる音調 の正体

だ と筆者 は見 る。

　 この点、低起 は低 起で も、東京方言 の 「タマゴ」 などに見 る低起 とはそ

の性 質が ま った く異 な る。 東京 の 「タマ ゴ」 は/タ マ'ゴ/だ が 、 語 頭 音 節

　 　 　 　 　 　 　 　 　　　 　　　 　一6一



　 　　　　　　　 　　　　　　　 日本語におけるアクセ ントの在 りかについて

の低音調 は丸暗記 す る必要 のな い情報 で あるのみ な らず、単語 の音形 と し

て常 に低 くな ければな らな いとい った もので もない。 その証拠 に、単独 だ

と文節 の始 ま りを告 げ る合 図 と して 「タマ'ゴ 」 の よ うに低 く始 ま るが 、

「コ ノ タマ'ゴ 」 の よ うに連 体 詞 が 前 接 す るな どす ると、 そ こがそ の まま

高 くな る。 これに対 して、必 ず低 でな けれ ばな らないのが関西音調論 で言

うところの低起 式 の低 で ある。 関西 の/ク'ス リ/や/オ シ ョ'ユ/で は、 下 降

　 　 　 　 　 　 　 　 　 へ

音調がアクセ ントの右隣に発現するという特性のゆえ、アクセ ントの左隣

には否が応で も音調の空席状態が発生する。 その空席を義務的に補完す る

音調、 それがいわゆる低起式の本質だと、 そう考えるわけである。

　 (5)ク'ス リ　　 オショ'ユ　　始発状態

　 　 　 　 　 　　し　　　　　　　　　　　ヨし

　 　　　 ク'ス リ　 　 オ シ ョ'ユ　 　 ア クセ ン トの発 現

　 　 　 　 し　　　　 し　　　　　　　 し　　　 　し

　 　　　 ク'ス リ　 　 オ シ ョ'ユ　 　 音 調 の空 白部 へ の低 音 調 付与

　 ところで、下降音調が アクセ ン トの右隣 に現 れ るのが関西弁 の特徴 な ら、

アクセ ン トが語末 にあ る場合 はど うな るのか。 そ うい う場合だ と、 ア クセ

ン トの右 隣 にはいわば何 もないわ けだか ら、下 降音調 の あてが いよ うが な

いで はないか。 そ うい う場合 は、下降音調 の発現 す る向 きが、 ア クセ ン ト

の右翼 か らア クセ ン トの左翼 へ と反転 す る。 そ うい うことが関西弁 で は起

こると筆者 は考 え る。 具体的 には神戸 の 「コ トバ」 はそ の種 の単語 の1例

で あ る。 これ を 筆 者 は/コ トバ'/と 見 る。 こ うい う表 示 状 態 だ と、 な るほ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　し

どアクセ ン トの右 隣 に は何 もな い。 だか ら、 そ うい う場合 に は/コ トバ'/

の ごと く、 下 降 音調 が ア クセ ン トの左翼 へ と反転付与 され る。 そ うい うこ

とが起 こると考 え るわ けで ある。 なお、語頭 の 「コ」 の部分 の空 白にはH

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ　し

がそのまま延長 してそこを補完す るものと考え られ る。/'ア ブラ/の 「ラ」

の部分の空 白にはLが 延長するのであるか ら、それと逆向きの現象が起 こ
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ったとしても別段不思議 はないであろう。その昏んの事情を一覧表 にして

示せば、次のようになる(な お、本稿の主 たる話題 は 「アクセ ントの在 り

か」である。「アクセン トのない単語」については今回論述を省略す る)。

　 (6)コ トバ"ア ブラ　　 始発状態

　 　 　 　 　 　　し　　　　　　　　し

　　　　 コ トバ"ア ブラ　　 アクセ ントの発現

　 　 　 　 　　　　 し　　　　　　　　　 し　 し

　　　　コトバ"ア ブラ　　音調の空白部への音調の延長

5.音 節かモーラか:関 西 アクセン トのもう一つの特徴

　/'ア ブラ/と い う、文字 どお りの語頭位をアクセ ン トをふ る位置の選択

肢の一っ とし、 また、 アクセン トの発現形態である下降音調がアクセン ト

の右翼に展開する。そ こに関西アクセ ントの最大の特徴がある。 ただし、

アクセ ントが語末 にあれば、下降音調 は左翼に反転付与 される。京阪神の

典型的な関西弁 はもとより、近畿の諸方言では、語末 まで高が維持 され助

詞のところではじめて ピッチが落ちる型 とい うのが事実上見当たらないよ

うだが、 これ は、語末にアクセ ントのある単語がないか らではない。/コ

トバ'/の ごとく語末アクセ ント型の単語は現 にある。ただ、そ ういう場合

には下降音調 のかぶ さり先がアクセ ントの左翼へ と反転する。語末アクセ

ン ト型が語末音節の低 という形をとるのはそ ういうわけである。

　 アクセ ン トをふ る位置 として文字 どお りの語頭位を使 うというだけでは

ない。それ以外にも関西方言 には、 ある重要 な特徴がある。すなわち、 こ

の方言ではアクセン トが、音節の繋 ぎ目はもとよりモーラの繋 ぎ目にも置

かれ うるらしいというのがそれだ。

　象徴的な1例 をあげれば、たとえば 「玄関」は神戸では 「ゲ ンカン」で

ある。アクセ ントの右隣に下降音調が発現す るというのが本論が考えると

　　　　　　　　　　　　　　　 一8一
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ころの関西 ア クセ ン トの基本 であ る。 それ な ら 「ゲ ンカ ン」 な ら/ゲ'ン カ

ン/で あ ろ う。 「ゲ ン」 が 「ゲ」 と 「ン」 とに切 れ る とすれ ば、 その単位 は

音節 で はない。 モー ラであ る。 ア クセ ン トが モー ラの繋 ぎ 目に もあ る。 と

りあえず はそ うと しか言 いよ うのない現実 が、 この種 の音調 を見 るか ぎり

はあ るわ けで あ る。 類例 と して は、 た とえ ば 「セ ンシュー」(先 週)、 「コ

ン ジ ョー」(根 性)が それ ぞ れ/セ'ン シ ュー/、/コ'ン ジ ョー/と 解 釈 され る。

　 もち ろん この現 象、音節末位 に棲音 「ン」 を もっ単語 にか ぎった現象 で

はない。 「シューキ ョー」(宗 教)や 「ジ ョー ケ ン」(条 件)な ど音 節 末 に

長 母 音 の後 半 部 が控 え る ものや、 「ライ シュー」(来 週)、 「タイ ワ ン」(台

湾)、 「タ イ ヨ ー」(太 陽)な ど、 そ こに1音 節 と言 うの が た め らわ れ る母

音 様 の音声が来 る単語 で も話 は同様 だ。

　 ちなみ に以下、2音 節4モ ー ラ語 の全 体 像 を ざ っ と概 観 してお くと、「セ

ンセ ー」(先 生)、 「ダ イ コ ン」(大 根)は い ず れ も語 頭 に ア ク セ ン トの あ

る型 であ る。 「セ ンセー」 な ら/'セ ンセ ー/と な る。 次 頭 位 に ア クセ ン トの

あ る型 は上述 の/ゲ'ン カ ン/が そ れ だ と して 、 そ の次 の 位 置 にア クセ ン ト

が あ る と解釈 で きるのが 「ギ ンナ ン」(銀 杏)、 「ホ ンニ ン」(本 人)、 「コ

ー ヒー」な どで あ る。「ギ ンナ ン」な ら/ギ ン'ナ ン/と な る。第1音 節 の 「ギ

ン」 が 低 くな るの は、 音調 の空 白状態 を補完す るいわゆ る低起式 の低 の現

れだ。

　次 に、次末位、 すなわち語末 の一 つ前 の位 置 にアクセ ン トを もっ単語 だ

が、 これ に該 当す る用例 は見 当た らな い。 そ ういえば、単語 の長 さが3モ

ー ラ以 上 に な る と、/オ シ ョ'ユ ー/(お 醤 油)な どの 稀 少 例 を の ぞ け ば、

次 末 位 に アクセ ン トを もっ単語 はない らしい。 これ と軌 を一 にす る現象 な

のであろ う。
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　語末 にアクセ ン トのある単 語 は、進歩 的な関西弁 だ と もう退化 して な く

な って いるか も しれ ないが、比較的保守 的な関西弁 で な ら、 いまなお それ

を耳 にす ることがで きる。筆者 の調べ た神 戸方言 の例 で は、 「ハ ンブ ン」

(半 分)、 「マ ン ジ ュ ー」(饅 頭)、 「ジ ョー ダ ン」(冗 談)、 「サ イ ナ ン」(災

難)な どが そ れ に該 当 す る。 そ れ ぞ れ/ハ ンブ ン'/、/マ ンジ ュー'/、/ジ ョ

ー ダ ン'/、/サ イ ナ ン'/と 解 釈 され る。 な お、/マ ン ジ ュ ー'/の 再 現 形 な ら

「マ ン ジ ュ 　 s」(→ 「マ ン ジ ュ ー'」)で も よ さ そ うな もの だ が 、 そ うは

な らないの は、下 降音調 が音節単 位 で ワイ ドに被 さって いるか らだ。す な

わち、 アクセ ン トの単位 と下 降音 調が被 さる単位 とは分 けて考 え なけれ ば

な らない とい うことだ。

　以上、 アクセ ン トのな い単語 を除 いて2音 節4モ ー ラ語 の弁 別 状 況 を概

観 した。 一覧表 にすれば次 の よ うにな る。理解 の便宜 を はか るたあ、隣 に

4音 節4モ ー ラの用 例 もあわ せ て 掲 げ て お こう。

(7)2音 節4モ ー ラ

　 　 先 生'セ ンセ ー

　 　 玄 関 ゲ'ン カ ン

　 　 銀 杏 ギ ン'ナ ン

　 　 半 分 ハ ンブ ン'

4音 節4モ ー ラ

甘 酒'ア マ ザ ケ(→'ア マ ザ ケ)

　 紫 ム'ラ サ キ(→ ム'ラ サ キ)

玉 葱 タ マ'ネ ギ(→ タ マ'ネ ギ)

一 月 イ チ ガ ツ'(→ イ チ ガ ツ')

6.む す び

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 モ　ラ

　以上、 関西方 言 で は、 ア クセ ン トは音 節 の繋 ぎ目のみな らず、 拍 の繋

ぎ目に もあ り うるとい う、 そん な見方 によ る関西名詞音調論 の1例 を提 示

した。 「ゲ ン」 や 「シ ュ ー」 とは1音 節 、 す な わ ち 、 発 音 上 は それ 以上分

割不能 と しか言 い よ うの ないひ とか たま りであ る。 そ うい うひ とか たま り
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をなす単位 の間 にアクセ ン トが いわ ば割 って入 るよ うな ことが ほん とうに

あ りうるのだ ろ うか。 そん な疑念 をぬ ぐい きれない筆者 と して は、今回述

べ た ことは、 あ る種 勇気 の いる主 張で もあ るが、 「セ ンセー」「ギ ンナ ン」

の型 に加 えて 「ゲ ンカ ン」 とい う型 は現 にあ る。 この厳然 た る事実 をまえ

に して、 しか も、関西弁 では下降音調 はアクセ ン トの右翼(な けれ ば左 翼)

に発 現 す る と い う前 提 を維 持 す るか ぎ りは、 「ゲ ンカ ン」 は素 朴 に は/ゲ'

ンカ ン/と しか解 釈 の しよ うが な い の もまた現 実 であ る。 ア クセ ン トの在

りか は関西弁 で ももっぱ ら音節 の繋 ぎ目で あ るとい う主張 を決 して諦 めた

わ けで はない とい うことを断 った上で、当面 は観念 し、 アクセ ン トは関西

弁 で はモー ラの繋 ぎ目に もあ りうるとい うことに してお こう。 そのほか、

今回議論 を端折 った こと も多 々あ るが、すべて は またの機会 を期 す とい う

ことにな る。
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